
（４）上記（「（１）～（３）」）以外の特長ある取り組みの概要           

 

①教育力向上の取り組みの概要 

・「学生による授業改善アンケート」導入（1994 年度） 

・「学生による授業評価」結果を教職員に公表し、情報共有（2001年度） 

・「全学的一斉授業公開（オープンクラスウィーク）制度」導入（2003年度） 

・FD・SD 研修会の継続実施 

・FD・SD の推進 

・学生カルテ、学生ポートフォリオの構築・研究 

・学生アンケートの実施と分析 

・教育指導法の開発・改善に関する調査研究 

・研究会、講習会、講演会、公開講座などの開催 

・研究成果の刊行 

・学生の学習相談 

・オフィスアワーや学習の場所の提供に関すること 

 

②国際交流の概要 

＜海外留学制度＞ 

・交換留学制度 

・認定留学制度 

 

＜海外語学研修＞  

・夏季、春季を利用した研修プログラムで、各国の大学の寮やホストファミリーの家に宿泊しながら、語学プ

ログラムを受講。期間は 1ヶ月程度。研修実施国はアメリカ、ニュージーランド、中国の 3カ国。 

 

＜海外市場研究＞  

・本学の学生を対象に海外の流通事情調査を実施。調査期間は 1週間。視察対象を凝縮し合理的かつ効率的に

学べるプログラム。 

 

＜異文化理解＞ 

・1年次夏季を利用して、現地での交流体験を実施。期間は 3 日程度。研修実施国（地域）は香港。 

 

＜海外の提携校＞ 

・台湾…国立高雄第一科技大学、南台科技大学、中国科技大学 

・韓国…東亜大学校、中央大学校、東明大学校、明知大学校 

・中国…南開大学、東北財経大学、大連海事大学、復旦大学経済学院、蘇州大学応用技術学院、 

南京大学外国部、四川外国語大学、常熟理工学院、常州観光ビジネス高等職業技術学校 

・ベトナム…貿易大学 

・タイ…カセサート大学、タマサート大学 

・ニュージーランド…ワイカト大学 

・アメリカ…ポートランド州立大学、セントラルワシントン大学 

・フィンランド…バーサ大学 

・フランス…ESCブルターニュブレスト 

 

＜アジア流通研究センター＞ 

・本学の建学理念に基づく「アジアを中心とした流通研究」と「アジアとの交流」を推進するため、学術交流、

ビジネス交流を促進する機能を遂行する組織。 

 

③社会や企業と連携したアクティブラーニング活動の概要 

＜活動実績（2015 年度）＞ 
・神戸研究学園都市企業杯「2015 年度学園都市大学対抗ゼミ企画 オカムラ杯」 

概要：株式会社岡村製作所の協力のもと「大学施設を有効活用するための空間を提案しよう！！」をメイン

テーマに実施。本学からは初参加 4 ゼミを含む 11 ゼミ 23 チームが参加。各チームによる知恵を絞

った提案が行われた。 
連携先：株式会社岡村製作所 
日程：2015 年 9 月～12 月 
参加状況：2 大学（神戸芸術工科大学、本学）、30 チーム、参加者総数 154 名 

 



・BRANCH 神戸学園都市企画 
概要：BRANCH 神戸学園都市魅力アッププロジェクト「来場者増加策案：学生が行きたくなるようなプラ

ン」を開催。学生ならではのユニークな発想も多くあり、集客力アップのための提案が行われた。 
連携先：大和リース株式会社 
日程：2015 年 4 月～8 月 
参加状況：13 チーム、参加者総数 55 名 

 
・大学生が企画・案内する「ひょうごのまち歩き」 

概要：ツーリズムひょうご学官連携協議会企画として 4 大学（神戸海星女子学院大学・神戸国際大学・神戸

山手大学・本学）が独自のまち歩き 10 コース（本学は 5 コース）を企画・設定し学生が現地観光ガ

イドを務めた。 
連携先：兵庫県観光振興課 
日程：2015 年 10 月～11 月 
参加状況：5 チーム（3 ゼミ）参加者総数 36 名 

 
・神戸農水産物商品化プレゼンテーション大会「KOBE にさんがろく PROJECT」 

概要：神戸産の農水産物を利用した商品化に取り組むプロジェクト。本学からは高橋ゼミが参加。通常時で

も災害時でも美味しく食べることができるリゾットでもなくお茶漬けでもない新しいごはん『神戸リ

ゾッ茶』を提案した。 
連携先：神戸市農水産課 
日程：2015 年 6 月～2016 年 3 月 
参加状況：8 名（高橋ゼミ） 
実施結果：「神戸リゾッ茶」で準グランプリを受賞。 

 
・ひがしなだスイーツめぐり 

概要：東灘区を走る「スイーツめぐりバス」と灘区を中心とする「酒蔵探訪バス」の２つのルートの車内で

顧客調査を実施。学生が利用者にアンケート用紙を配布し記入いただく形で、イベントの感想や今後

の改善点などについて調査を行った。 
連携先：みなと観光バス株式会社 
日程：2015 年 10 月～11 月 
参加状況：28 名（濱田ゼミ） 

 
・稲美町活性化プロジェクト 
概要：稲美町が持つ魅力ある資源を活用し、まちの活性化プランの提案及びイベントを実施。 

酒蔵「井澤本家」との連携による「蔵開き」運営や JA 兵庫南との共催による「農業体感ツアー」の

企画運営を行った。 
連携先：稲美町 
日程：2015 年 4 月～2016 年 3 月 
参加状況：12 名（小久保ゼミ） 

 
・M ラボ「課題解決ラボ」 

概要：神戸新聞社と兵庫県下中小企業の主催による企業と大学生のマッチングを目指す中核事業で、企業が

抱える課題を大学ゼミと企業の若手社員や担当者が協力して調査研究するプロジェクト。本学からは

田中ゼミが参加。マッチングが成立した神戸ベイシェラトンホテル＆タワーズの担当者とともに「地

域に愛されるホテルへ」というテーマで調査研究を行った。 
連携先：神戸新聞社、兵庫県中小企業団体中央会 
日程：2015 年 5 月～10 月 
参加状況：5 名（田中ゼミ） 

 
・2015 年 B1 グランプリ 青森県十和田市 

概要：全国からまちおこし団体が集結し、ご当地グルメを通じて、地域の PR を競い合う「ご当地グルメで

まちおこし」のイベント。本学からは後藤ゼミが参加。2014 年同グランプリ第 5 位の「あかし玉子

焼き」を出展し、明石のまちの魅力を全国に発信した。 
連携先：ご当地グルメでまちおこし団体連絡協議会、十和田市実行委員会 
日程：2015 年 10 月 3 日～4 日 
参加状況：10 名（後藤ゼミ） 

 
 
 



・奈良県吉野町「森林セラピー」企画提案 
概要：千本桜の観光シーズン以外の需要喚起のための観光商品を開発。「まちなかカフェ」「美林カフェ」2

タイプのカフェを企画、2 日間限定で運営。吉野のまちににぎわいをもたらした。（107 名が来場） 
連携先：吉野ビジターズビューロー 
日程：2015 年 7 月～11 月 
参加状況：9 名（柏木ゼミ） 

 
④地域交流・連携 活動一覧（2015 年度） 
・トライやる・ウィーク（中学生職業体験企画） 
概要：近隣の中学生に 5 日間（9:00～15:30）、流通科学大学内の様々な職業を体験していただいた。 
日程：前期 6 月 1 日（月）～5 日（金）、後期 11 月 9 日（月）～13 日（金） 
参加中学校：前期 西神中学校・星陵台中学校、後期 伊川谷中学校・平野中学校 

 

・学園夏祭り 

概要：学園西町連合自治会の『学園夏まつり』が 2015 年 8月 1日（土）、2 日（日）の 2日間、学園都市駅

前のユニバードームで開催され、本学の文化会・学園祭実行委員会が企画・運営に携わった。1日目

のステージではチアリーダー部（OB も参加）、吹奏楽団、和太鼓部が出演。出展ブースでは現代視覚

文化研究会による塗り絵・オリジナルタンブラー制作、児童ボランティア部 ALL-IN によるヨーヨー

釣り・スーパーボールすくい、社会イベント隊ランニングボランティアによるストラックアウト、情

報フォーラム部によるプリクラ、電脳部による自作 PC ゲーム体験、比較文化研究会による輪投げ、

写真部による写真展示など、それぞれの文化会系クラブが体験型イベントを中心に出展。 

連携先：学園西町連合自治会、UNITY加盟大学（神戸芸術工科大学、神戸市外国語大学） 

日程：2015 年 8 月 1 日（土）～2 日（日）  
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